
プ ロ グ ラ ム   

12月3日（土）講堂（1階）   

09：30 受付開始   

09：55～10：00 開会の辞  会長 奥山眞紀子   

10：00～12：00 セミナー  座長 笠原麻里（国立成育医療センター）  

『虐待を受けて育った子どものこころの問題とその生活・教育支援』  

西澤哲（大阪大学大学院人間科学研究科助教授）   

12：00～13：00 昼休み   

13：00～17：30 シンポジウム 座長 宮尾益知（国立成育医療センター）  

近喰ふじ子（東京家政大学）  

『子どもと環境－その関係性と発達を科学する－Jl  

基調講演 『脳という複雑系』  

中田力（新潟大学脳研究所・統合脳機能研究センター長）  

『関係発達臨床からみた自閉症とことば」】  

小林隆児（東海大学健康科学部社会福祉学科教授）  

『愛着－トラウマ閉居と自己感の発達』  

奥山眞紀子（国立成育医療センターこころの診療部長）  

『睡眠リズムと子どもあ発達』  

小林敏孝（足利工業大学附属睡眠科学センター教授）   

18：00～20：00 懇親会   （12階レストラン つばさ）   



12月4日（日）講堂（1階）   

08：30 受付開始   

09；00～12：00 オープンディスカッション   

09：00～10：00 セッションⅠ座長 横田雅史（愛知みずほ大学）  

古荘純一（青山学院大学）   

1．母親の育児ストレスと対処行動が精神健康に及ぼす影響について  

栃木県佐野市立北中学校1）、東京家政大学文学研究科2）  

大沼元子1）、近喰ふじ子2）   

2．中学生版「社会性と情動（SEL）」尺度の開発  

久留米大学大学院心理学研究科1）、久留米大学文学部心理学科2）、福岡教  

育大学教育学部3）  

宮崎晃子1）、田中芳幸1）、津田彰2）、小泉令三3）  

3．中学生における社会性と情動の能力（SEL）尺度の開発：妥当性の再確藩  

久留米大学大学院心理学研究科1）、久留米大学文学部心理学科2）、福岡教  

育大学教育学部3）  

田中芳幸1）、宮崎晃子1）、津田彰2）、小泉令三3）  

4．希死念慮を有する児への援助の実際に関する一考察  

あいち小児保健医療給合センター  

棚瀬佳見・原純子（保育士）・小石誠二（児童精神科医師）・大河内修（臨床  

心理士）   

10：00～11：00 セッションⅡ 座長 小林章雄（愛知医科大学）  

堀川玲子（国立成育医療センター）   

5．生活習慣病予防事業『アチェメック健康スクール』に参加した子どもの体力・   

運動能力について  

あいち小児保健医療総合センター  

竹内知陽（リハビリテーション科）・浜嶋崇（内分泌科）・前坂明子（内  

分泌科）・長嶋正斉（センター長）   



6．アレルギー性疾患における母子集団精神療法の位置づけ  

東京家政大学文学部心理教育学科1）みさと健和病院小児科2），同 薬剤部3）、  

同 管理栄養士4）、同 皮膚科看護師引  

渡邁真伊1）、近喰ふじ子1・2）、本城美智恵2）、中村眞理子3）、木村保子4）、  

西成子5）  

7．前思春期にあるアトピー性皮膚炎患者の集団教育とその効果  

国立成育医療センター アレルギー科外来  

斉藤就美 益子育代小嶋なみ子 松本美江子 斉藤暁美 吉田桃  

大矢幸弘  

8．医療機関における子ども虐待データベースの後方視的構築の有用性に関する   

研究  

国立成育医療センターこころの診療部1）、同総合診療部2）  

泉真由子1）、藤原武男1）、石井徹仁2）、奥山眞紀子1）  

11：00～12：00 セッションⅢ 座長 河野陽一（千葉大学大学院）  

福原博鳶（昭和大学）   

9．軽度発達障害児のためのSumnler Treatment Programの実践  

久留米大学大学院心理学科1）久留米大学医学部小児科2）  

穴井千鶴・1）、山下裕史朗2）、向笠章子1）、大矢崇2）、津田彰1）、松石畳次郎2）   

10．適応障害の子ども達との「なんちやってスノーボード療法」の試みによる効果  

あいち小児保健医療総合センター1）、愛知県心身障害者コロニー中央病院  

2）、愛知県青い鳥医療福祉センター3）、愛知県立心身障害児療育センター  

第二青い鳥学園4）、  

原純子1）、家永淳1）、遠藤義典1）、北川貴之1）、木村智靖2）、野々垣聡3）  

筒井淳文4）、   

11．当院の小児科外来診察室における音環境の現状  

昭和大学附属豊洲病院小児科1） 昭和大学病院小児科2）  

田中大介1）、日比野聡1）、田中美智代1）、岡部均1）、松本道祐1）、  

松青くみ子1）、福原博鴬1）、板橋家頭夫2）   



12．アニメーション視聴時に脳はどのように活動しているか？   

「その1：テレビアニメを用いて」  

国立成育医療センターこころの診療部1）、同研究所成育社会医学研究部2）  

縄手 満1）、広瀬宏之1）、宮尾益知1）、奥山眞紀子1）、大熊加奈子2）、  

谷村雅子2）   

12：00～13：30 昼休み  

理事会（会議室111階）   

13：30～13：50 総会   

13：50～17：00 フォーラム 座長 青郷晋浩（文京学院大学大学院）  

大矢幸弘（国立成育医療センター）   

『社会の中の子ども一子どもを育む新しい社会システムを目指して－』  

『医療の視点から』  

長嶋正斉（あいち小児保健医療総合センター長）  

『福祉の視点から』  

高橋重弘（東洋大学社会学部社会福祉学科教授）  

『教育の視点から』  

若井田正文（世田谷区教育長）  

『市民と行政の協働』  

長谷川敏彦（国立保健医療科学院政策科学部長）   

17：00 閉会の辞  会長 奥山眞紀子  

－10 －   


